
３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月

平成平成2244年年 平成平成2626年年

公募登
録
機
関

文
科
省

施
設
設
置
者

供 用 運 転

利用者支援（情報支援・技術支援）

これまでに無い提案や次に必要となる装置等の開発を進める。

（シーディング技術の開発、新規ビームラインの整備、研究環境の充実

 

等）

ＸＦＥＬ利用推進戦略会議ＸＦＥＬ利用推進戦略会議

ＳＡＣＬＡ独自の支援体制の確立、利用研究の開拓、産業利用の開拓

SACLA共用開始以降の当面のスケジュールについて①

平成平成2525年年 平成平成2727年年 平成平成2828年年

公募 公募 公募 公募 公募 公募 公募

スパコン「京」との連携インフラ整備 新規共用ビームラインの検討・整備

研究交流等の拡充（状況を踏まえつつ検討）

（必要に応じて開催） ※利用推進計画の見直し

 

等

重点戦略課題の推進（委託事業）

 

※５年間程度を予定

【当面の目標】

電子刊行物の発行、研修・講習会等の開催、実験手法の開拓・調査研究

 

等

先導的成果の創出

 
革新的成果の創出

利用者・利用分野の拡大

 
産業利用の開拓

ＳＡＣＬＡの共用を促進し、研究手法の開拓・解析装置の開発の推進により、先導的成果を創出する。

利用者ニーズ等を踏まえ、ＳＡＣＬＡの特徴に応じた利用支援体制の確立など研究環境の充実を図り、
先端的な計測・解析基盤を維持・高度化する。

これらにより、更なる利用者・利用分野の開拓を図り、革新的成果の創出、産業利用の開拓を図る。

資料６



SACLA共用開始以降の当面のスケジュールについて②

12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

平成平成2244年年 平成平成2525年年

登
録
機
関

文
科
省

採
択
課
題
通
知

供
用
開
始
（２
０
１
１
Ａ
期
）

２
０
１
１
Ｂ
期
開
始

２
０
１
２
Ａ
期
開
始

公
募
開
始
予
定

ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
・
課
題
決
定
予
定

事
業
開
始
予
定

２
０
１
１
Ｂ
期
課
題
募
集
開
始

２
０
１
２
Ａ
期
課
題
募
集
開
始



●●SACLASACLAの位置づけの位置づけ

●●SACLASACLAが切り開く科学技術が切り開く科学技術
これまで見えなかった極微細構造の解明

これまで捕捉できなかった超高速動態の解明

●●SACLASACLAの研究推進方策の研究推進方策

早期成果創出、先導的成果創出に向け、重点戦略分野を設定

成果が期待できる具体的な戦略課題を定め、集中的に研究開発を推進

これまでの整備・開発の成果を最大限に活用

新たな可能性の芽を育てるため、一般利用枠も一定程度確保

イノベーションの推進、我が国の国際競争力の強化、イノベーションの推進、我が国の国際競争力の強化、

第５期科学技術基本計画につながる新たな科学の開拓に貢献第５期科学技術基本計画につながる新たな科学の開拓に貢献

科学技術政策におけるSACLAの位置づけ、目標と推進方策について

世界最先端の研究開発の推進と幅広い

分野への活用が期待される先端研究施設

優れた研究開発成果の創出や人材養成

において極めて重要な施設

第４期基本計画を見据えた、
SACLAが目指すべき主な目標

○課題解決型研究開発の実現
･国家基幹技術の最大限の活用

○ライフ・グリーンイノベーションの推進
・革新的創薬技術の開発
・新エネ技術開発

 

等

○国際頭脳循環の拠点形成
・SPring-8と相まって世界的研究拠点の
形成を目指す


	スライド番号 1
	SACLA共用開始以降の当面のスケジュールについて②
	スライド番号 3

